































って、ジェンダーに関わる経済格差の問題を J.S.ミル（John Stuart Mill,1806-1873）の『経済学原理』（1848）


















4 日本の場合、総務省「労働力調査」のデータを見てみると、女性雇用者数は 1997年に 2103万人（全雇用者数の 39.3％）
だったのに対し、2012年には 2363万人（全雇用者数の 42.8％）へと増加している。しかし、一方で女性正規雇用者数は
1172万人から 1031万人に減少し、反対に女性の非正規雇用者数は 840万人から 1242万人へと大幅に増加している。 
5 英国ヴィクトリア女王の治世の時代（1837-1901）の約 60年間は、ヴィクトリア時代と呼ばれ、経済的に大いに繁栄し、
イギリスが植民地を広げて帝国支配を拡大していった時代であった。 













































 Hartman（1976）は、18 世紀末から 19 世紀中葉のイギリス産業革命期における家族について考察し、この
                                                          
7 水田（1984:18-26）。 
8 Pujol（1992）． 





































                                                          
10 以下引用については『道徳感情論』は TMS、『国富論』は WN と略記する。 
11 TMS Ⅰ.ⅱ.４.2／上 101-102 ページ。 
12 TMS Ⅵ.ⅳ． 
13 TMS Ⅲ.5.1／上 337-338 ページ。 
14 WN Ⅴ.ⅰ.f.50。 
15 WN Ⅰ.ⅷ.37,38,39／（1）143-144 ページ。  
16 WNⅠ.ⅷ.39／（1）144 ページ。 
17 Pujol（1992）は、マルサスが女性を「再生産の機械」（mechanical reproducers）とみなそうとしており、計算上の最大



































































































































































































































ハリエット・テイラーと共著で「女性権利論」（‘Papers on Women’s Rights,1847-ca.1850）を執筆し、「女性
の法的・道徳的隷従」は最悪の障害であることを主張しており、すでに 1847 年の段階で J.S.ミルは「男女同
権論」を展開していた。このことから、J.S.ミルは『女性の隷従』における女性の解放の構想を 1847 年から
1850 年の間にすでに確立していたことが理解できる。 















                                                          
32 Pujol（1992:24）． 




























































































育の場となると、第 2 章において次のように主張している。 
 
「結婚した男女が法の前に平等であるということは、この特殊な関係が双方にとって正義と矛盾せず、かつ






































































略）そして私は、深い確信をもって、これが、そしてこれのみが結婚の理想（the ideal of marriage）であ
ると主張したい」48。 
 「社会関係のうちで最も基本的な関係が平等の正義の原則（the rule of equal justice）のもとにおかれた時、
また人々が、権利も教養も対等な人間に対して強い共感（to cultivate the strongest sympathy）をもつに至




















                                                          












































                                                          




























































































である。すなわち、現在の慣習と制度を変更すること（the changes proposed in our customs and institutions）
によってどんな利益が生じるのか。女性を解放したならば、人類の状態はいくらかでもよくなるのか。もし
そうでないならば、何のために抽象的な権利の名において女性の心を動揺させ、社会革命を招来しようとす
る（attempt to make a social revolution）のであるか」65。 
 
「人類の知的能力を増大し、その事務を適当に処理するために用いうる知性の総量を大いに増加することは、
女性の知的教育をさらに立派な完全なものとすること（the better and more complete intellectual 
education of women）によって、ある程度は達成されると思われる。そうなれば、女性の教育は男性の教育




















expansion of the faculties of women）、同様に、その道徳的情操の範囲も拡大すること（enlargement of the 
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